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AI倫理原則やガイドライン 策定  
• 倫理的なAI開発と利活用を目指すと、多様なトレードオフに向き合ってしまうことに  

 

 

 

 

 

• AI 開発と実装 規制を追い越しているため、これら トレードオフに対処するために、企業
などで独自 倫理原則やガイドラインを策定するケースが増えている  

→ メルカリ AIチームとともに独自 AI倫理原則やガイドラインを策定  



多様な専門性を活かす共同企画  

メルカリ側・ELSIセンター側にも複数 メリット  

• ELSI 最新 動向を反映した、メルカリ ビジョ

ンやMarket Principlesに沿った原則を実現　  

→　メルカリにおける AI開発 ELSI対応 　へ

一歩 

• ELSI 学術的検討に現場から 視点を反映す

ることで具体化し、学術的な気づきにつながっ

た 

• 国際的な発信 を通して、学術コミュニティにも紹

介 



共同アプローチ 研究成果を発信  

• 企業など 組織によるAI倫理原則 策定が盛んになっている中、プロセスに関する報告が

未だに少ない 

• メルカリ オープンなスタンス おかげで、策定プロセスを開示することが可能に 

• 倫理原則 策定プロセスをテーマ分析を用いて分析 

 
→ 人文社会学系 メソッドに基づいた研究論文を発表  

https://link.springer.com/article/10.1007/s43681-024-00477-8

https://link.springer.com/article/10.1007/s43681-024-00477-8


AI 最新 動向にも対応  

 

 

• 生成AI 論点整理に向けたELSIセンター側 研究を元に、　ディス

カッションを実施 

• 論点抽出ワークショップにて、メルカリに  特化したユースケースを取り

上げて共同で検討 

メルカリ独自 大規模言語モデル用  

ガイドラインを策定  

• 「いまさら聞けないAI倫理」といったテーマで勉強会を実施 

 

 

（生成）AI ELSI論点整理を実施  

→　引き続き、AI ELSI検討を実施  


